
★
令
和
元
年
度
の
末
崎
町
敬
老
会

本
年
度
の
末
崎
町
敬
老
会
は
、
9

月

日
（
敬
老
の
日
）
に
開
催
し
ま

16
す
。
午
前

時
開
会
、
正
午
閉
会
の

10

予
定
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
出
席

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

★
末
崎
地
区
公
民
館
杯

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日

時

月

日

9

22

（日）

午
前

時

分
～

8

45

※
雨
天
の
場
合
は
後
日

会

場

小
細
浦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場

参
加
資
格

末
崎
町
民

参
加
料

無
料

参
加
申
込

当
日
受
付
に
て
申
込

※
事
前
参
加
申
込
は

亀
井
ま
で
（

-

３
１
４
１
）

29

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
有

☆

月
大
会
の
ご
案
内

10
交
流
大
会

月

日
（
水
）

10

9
月

日
（
日
）

10

20

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日
（
土
）

9

14
時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困
り
の

方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★
「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

9

11

（水）
10

12

月

日

時~

時

9

25

（水）
10

12

会

場ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催末
崎
地
区
公
民
館

講

師鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物花

器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先鈴

木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日(

金)

ま
で
に
連
絡
を
お

8

30
願
い
致
し
ま
す
。

村
」
、
小
友
町
気
仙
大
工
左
官
伝
承

館
の
七
つ
。

A
V

C
C

は
、
こ
れ
ま
で
末
崎
地

区
公
民
館
を
活
動
拠
点
と
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
、

竹
と
ん
ぼ
教
室
等
地
域
活
動
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
令
和
元

年
度
は
、
岩
手
県
の
「
被
災
者
の

参
画
に
よ
る
心
の
復
興
事
業
」
に

採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
活
動

拠
点
を
広
田
町
お
よ
び
小
友
町
等
、

気
仙
地
域
全
域
へ
拡
大
し
て
取
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。
当
日
は
、
参

加
団
体
、A

V
C

C

ス
タ
ッ
フ
含
め

て

人
が
参
加
し
た
。

29冒
頭
、A

V
C

C

の
シ
ス
テ
ム
企

画
部
チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

葛
西
章
広
氏
か
ら
挨
拶
を
兼
ね
て

「
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
け
せ
ん
」
の

趣
旨
説
明
が
あ
り
、
「
現
在
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

で
個
々
の
活
動
を
し
て
い
る
、
そ

れ
を
気
仙
地
域
内
の
「
連
携
」
し

た
取
組
み
と
し
、
気
仙
地
域
全
体

の
復
興
を
進
め
る
活
動
に
し
た
い
」

と
の
意
思
が
述
べ
ら
れ
た
。
つ
い

で
、A

V
C

C
が
拠
点
を
置
く
末
崎

地
区
公
民
館
の
新
沼
眞
作
館
長
は
、

一
般
社
団
法
人
高
度
映
像
情
報

セ
ン
タ
ー
（
略
称
：A

V
C

C

所
在

地
：
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

理
事
長
：
久
保
田
了
司
）
は
、
8

月

日
、
陸
前
高
田
市
小
友
町
の

4
気
仙
大
工
左
官
伝
承
館
で
、
気
仙

の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
が
や
す
ら
げ
る
心
の
復

興
と
よ
り
よ
い
地
域
社
会
の
形
成

を
支
援
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
公
民
館

け
せ
ん
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ

ィ

ン

グ

を

開

催

し

た

。

震

災

後

A
V

C
C

が
復
興
支
援
事
業
と
し
て

関
わ
っ
て
き
た
大
船
渡
市
と
陸
前

高
田
市
の
各
拠
点
で
地
域
活
動
に

従
事
し
て
い
る
関
係
者
を
集
め
、

被
災
者
の
心
の
復
興
、
気
仙
地
域

の
復
興
を
目
指
す
活
動
の
説
明
や

参
加
団
体
の
活
動
内
容
等
の
情
報

交
換
を
行
っ
た
。

参
加
団
体
は
、
末
崎
地
区
公
民

館
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室
、

ど
こ
竹
三
鷹

in

ま
っ
さ
き
「
竹
と

ん
ぼ
教
室
」
、N

PO

法
人
・
居
場

所
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
居
場
所

ハ
ウ
ス

」
、
碁
石
地
区
復
興
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
「
浜
の
停
車
場
」
、

広
田
町
長
洞
公
民
館
「
長
洞
元
気

 

末崎町の石碑・祠・神社(25)
観音様について ～ その 2
(3) 六観音・七観音とは ～ その 1
密教の世界では「六道輪廻(ろくどうりんね)」といって、人間

は現世の行いによって死後、六つの世界を行き来するという考え
があります。この六道には次にように観音様が配置されていると
いう考えです。(前回に述べた六地蔵と同じような考えです)
真言密教と天台密教では人間道の担当観音が違っていているの

で、両密教の担当を別々に勘定すると七観音になるので七観音と
も言われています。

六 道 担当観音
天道(てんどう) 如意輪観音(にょいりんかんのん)
人間道(にんげんどう) 准胝観音(じゅんていかんのん)

天台密教では、不空羂索観音(ふくうけんさくかんのん)
修羅道(しゅらどう) 十一面観音(じゅういちめんかんのん)
畜生道(ちくしょうどう) 馬頭観音(ば(ず)とうかんのん)
餓鬼道(がきどう) 千手観音(せんじゅかんのん)
地獄道(じごくどう) 聖観音(しょうかんのん)

(4) 六観音・七観音の
役割
① 聖観音菩薩
観音菩薩の基本形の

観音様で、六道の中で
も最も過酷な地獄道に
おちた衆生を救うので、
一番力の強い観音様で
す。
また、阿弥陀三尊像

の脇侍としての役割も
ありますが、観音菩薩
は阿弥陀如来の願いを
すぐに実行するため、
いつも隣に構えている
と言われています。(紀)

盛町 亀屋はきもの店(鈴木家)
に伝わる七観音像

末
崎
地
区
公
民
館
は
、

月
8

7

日
、
末
崎
町
地
域
公
民
館
長
会
議

に
お
い
て
、

月

日
か
ら
地
区

9

1

公
民
館
内
（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

内
）
の
み
な
ら
ず
敷
地
内
も
禁
煙

に
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

受
動
喫
煙
に
つ
い
て
は
、

月
6

の

館

報

に

掲

載

し

て

い

る

と

お

り
、
健
康
増
進
法
の
一
部
改
正
（
平

成

年

月
）
に
よ
り
、
望
ま
な

30

7

い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の

取
り
組
み
は
、
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー

ル
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
特
に
受

動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
が

大
き
い
子
供
や
患
者
等
に
は
、
配

慮
が
必
要
で
あ
り
、
学
校
、
病
院
、

児
童
福
祉
施
設
、
行
政
機
関
は
、

屋

内

は

も

ち

ろ

ん

屋

外

も

禁

煙

（
敷
地
内
禁
煙
）
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
行
期
日
は
、
前
倒
し

で
、
令
和
元
年

月

日
か
ら
と

7

1

な
っ
て
お
り
ま
す
。

末
崎
地
区
公
民
館
（
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー
）
は
、
末
崎
中
学
校
と

接
し
て
お
り
、
駐
車
場
も
共
有
し

て
い
る
こ
と
。
日
常
末
崎
中
学
校

の
剣
道
部
の
部
活
動
、
あ
る
い
は
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
の
活
動
場

所
と
し
て
体
育
室
が
頻
繁
に
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
末
崎
保
育
園

の
遠
足
の
休
み
場
所
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

大
会
の
雨
天
時
の
控
室
に
利
用
さ

れ
る
な
ど
、
小
・
中
学
生
が
多
く

利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
館
内
は
禁

煙
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ

ら
に
、
今
回
の
法
改
正
に
伴
い
受

動
喫
煙
に
よ
り
子
供
た
ち
の
健
康

が

脅

か

さ

れ

る

こ

と

の

な

い

よ

う
、
特
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
敷
地
内
も
禁
煙
に
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

敷
地
内
禁
煙

末
崎
地
区
公
民
館

「
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
け
せ
ん
」

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

震

災

後

、

国

の

支

援

事

業

を

活

用

し
、A

V
C

C

が
事
業
の
一
環
と
し
て

行

っ

て

い

る

「

民

設

民

営

の

公

民

館
・
霞
が
関
ナ
レ
ッ
ジ
ス
ク
エ
ア
」

が

支

援

し

た

「

デ

ジ

タ

ル

公

民

館

ま

っ

さ

き

」

の

こ

れ

ま

で

の

活

動

内
容
を
紹
介
。
「
活
動
を
通
し
て
多

く

の

人

々

と

交

流

し

、

も

の

の

見

方

考

え

方

が

変

わ

っ

た

。

広

く

深

く

見

る

よ

う

に

な

り

、

地

域

課

題

は

自

分

た

ち

で

解

決

し

よ

う

と

す

る

考

え

方

が

醸

成

さ

れ

た

。

こ

れ

か

ら

は

、

各

団

体

の

優

れ

た

と

こ

ろ

を

互

い

に

吸

収

し

活

動

に

活

か

し

て

い

け

ば

、

住

民

が

や

す

ら

げ

る

よ

り

よ

い

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

が

形
成
さ
れ
る
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

そ

の

後

、

参

加

団

体

の

代

表

ら

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

の

活

動

内

容

と

今

後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

A
V

C
C

は
、
各
団
体
と
連
携
し
な

が

ら

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

の

形

成

と

気

仙

の

魅

力

を

発

信

し

、

被

災

者

の

心

の

復

興

に

力

を

尽

く

し

て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

次

回

は

、

月

、

広

田

の

長

洞

12

元
気
村
で
開
催
の
予
定
。

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/
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電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に
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